
帯工環境土木科 3年生自主研究概要 
 

テーマ：流木の腐朽調査について 
 

 目   的：平成 28年 8月の台風時に発生した流木について、時間経過に伴う流木の腐朽過程を

把握する。 
 

 期 間：平成 29年 8月から毎月 1回実施（11月頃まで継続予定） 

 

 場 所：札内川左岸 光南地区 水辺の楽校 

 

 

 

 調査内容：硬度計測（針による貫入試験）と水分計測（含水比測定） 

 

木材硬度試験機 

 

木材水分チェッカー 

調査範囲 

JR

根
室
本
線 

帯
広 

釧
路 

調査箇所 A 

調査箇所 C 
調査箇所 B 

調査箇所 D 



 

[調査個所-A]流木と生木を土中に半分程度埋め込んだ状況で放置し、腐朽速度を観察。 

 

    

前回の調査後、土中に埋めた状況            土中から掘り出した試験材 

       

水分量の計測と記録する様子                  硬度計の貫入試験の様子 

 

[調査個所-B]堆積している流木塊上に放置した状況で調査。 

 

    

調査個所Bの状況                    調査する様子 
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[調査個所-Ｃ]砂利の上に放置した状況で調査。 

 

    

調査個所Ｃの状況                    調査する様子 

[調査個所⁻Ｄ]流木や細かい枝などが堆積した場所に埋設した状況で調査。 

 

    

調査個所Ｄの状況                     調査する様子 

（調査のために試材を取り出し並べた状態）                    

 

 

 

 



 

ヤナギ腐朽度の測定記録 

1回目調査（8月17日）と2回目調査（9月16日）した記録の一部 

 


